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な番女Uこ大きく関与する化合物は Sweet、彗ミeen 様な香気をキ1つ Ph餓ylace捻M血yde 及び
(2五)心oneMI,窒e伽ni01 であることを見出した。特異的な香気を為司、るツルケマン(C.ocho'ehS翻)抓
発姓油を採取し、その榔成分子を解明した結巣、主要成分は新規化合物である、
(易・4・e血y(idene・3.H赴lydro、2H・P沖ole(tl)であることが解0た。香粧品ヘと活欄するため冷'効性
を精査した結果、抗酸化、抗炎症、ヒトスジシマカに対する忌避効果を有し、特許取得に至っ
た。この結果は他社と大きく差別化が可能な芙然物原料と雷える。
以上、本論文において、タイハーブの松用性およぴ香粧品ヘの付加価値を目釣に抗酸化活性、
チ江シナーゼ阻.轡活性、抗変異原活性を精査することにより、イ」"用性に関与する物質を解明、
タイハーブの機能性を,兒出した。これらのタイハープエキスを使い、さらには特村な香気を捕
つ.械物に対Lて揮発性油雛"戌分子を明らかにL、さらには製品化を行った。本論文の結果は、
タイハープのぢ謝進性開発、さらに新規香粧品開発ヘの斯たな指針を示L、貞献できる可能性を
兒出した。
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本論文では、タイハーブを利吊した機能性・番粧品開発を目的として、以下三章からなる研究
を行っている。
第一章では、新規美白有効性素材の開発を目的に2種のタイハープ;アランギウム・サルヴィ
フォリウムしUangiuhl sa/vh途五UnD 及びペルトホラム・ダチラシス(pel'ophorum
daSジMch1御からのチ捻シナーゼ阻害活性評価の精査及び、活性物質の構造決定についての検討
結果を述ベている。二章では、従来香粧品ではあまり訴求されていなかった機能性開発として
悪性脛癖の原因と老えられる変異原物質を分解、不活性化させる抗変異原性に着目し、股
dιNW"加抽出物について検討し、その効果の評価及ぴ、化合物の構造決定を行った結果を述ベ
ている。実際に上記タイハーブエキスを皮膚外用剤1こ配合し、従来香粧品としては注目されな
かった新たな機能性を持たせ、皮膚科学に基づき、より効果を発揮させることのできる化粧品
の開発を行っている。三章では香渉上品の重要なファクターである"香り"にフォーカスを当
て、将りから弄粧品ヘの価値の創造を目的に特有な将気を持つ植物の揮発性物質の解明、それ
らの香気特性及び機能性について述ベている。
第一章では、タイハーブであるι叙IW孝b加柳及びR肱砂欺凾i'の新規美白有効姓索材の開発
として、はじめに、豆,即ル拶d加m 抽出物に船けるチ戯シナーゼ活性阻害試験を評価し、強い抑
制能を見出している。そして、その活性を示す物質を繰り返し分画することで単陞・1脊製し、
結果、(11R)・5,12・epoxy2,フ,S・捻ihy由0智一cadale11-14,15・dial(1),(÷)<1R,3R、 4S)・C址御enen、3,フ,
8・tri01(2),フ,8・飽ly砥Oxycalam釦al(3)であることを明らかにしている。これら 3種はカジナン
骨格を持つ新規化合物であり、これらに対してチロシナーゼ阻害活性を検討している。その結
果医薬部外品の主都ルして認められており、広く市場に受け入れられている美白剤、アルブチ
ンよりも強し水艮湃能を有すことを見出している。さらに、抗酸化能についても精査した結果、
食品・化粧品で広い分野で使用されているBHTと比ベても強い効果を明らかにしている。これ
ら新規化合物については物質特許を所得し、製品化に繋げている。
第二章では、霄粧品の新たな付加価値を付けたの機能性原料開発を目的に抗変異原性に着目
し、 R 而砂地が府抽出物のこの効果について検討を行っている。丑d碕Wα所i.抽出物を変異原物
質である MelQに対してm加テストを行い、 SOS誘導抑制活性を見出している。さらにその作
用を示す活性物質は活性を指標に繰り返し分画し、SⅧag血C であることを明らかにしている。
また、その作用機序についても考察を行ってお珍 MelQがより強い変異原性を示す活性型MelQ
に代謝されることを阻害することで抗変異原性を示す可能性を見出している。この結果は新た
な付力肺削直を持つ、香粧品素材を開発した結果であり、この変異原性について用途特許を取得
言ム、 文 査
J
の
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し、製品化に繋げている。
これら機能性タイハーブ原料を実際に市場に出荷するためにモノづくりプ奴デューサーの立
場でプロジェクトを統括し、原料の安全性、安定性、さらには使用感評価に基づく処方開発を
指示し、その結果を検証L、エキスの配合世など製品化ヘの適正を判断している。また、廊客
要望に基づくパッケージ選定、デザイン、薬事法コンプライアンスの確認を指示し、製品化ヘ
の適正を判断している。そして、研究開発部門から工場の生産部門ヘの移管が工程書、仕様書
に基づき生産されているか及ぴ完成製品の品質について自らが適性評価を行い、主導的立場で、
タイハープエキス含有美容液及ぴマスクの開発から製品化、市場ヘの出荷判定を行っている。
第三牽では先に述ベた'.MN拶可力卿の揮発性油の解明を行っており、精油中の約 78%がセ
スキテルペンであることを見出し、さらにCad血釦e型セスキテルペンが66%を占めるヲ拶常に特
徴がソ剣智油であることを解明している。これらの成分によってWoodyでhe血a1様な香気がかも
し出されていることを角至明した。また、多くの美虞・バストアップクリームに配合されている
プエラリア,ミフィリカ(R川i唖m)の独特なオリエンタル様な香気については注餐し、揮発性
油の角¥明を行クた結果、主成分は 2・pa迦1会紅如,h駅閣a1であることを角皐明している。さらにオリ
エンタル様な委気に大きく関与する化合物は Swe飢及び部een 様な香気を持っ
Pbenylace徐蕪ehyde 及ぴ(2Ξ)・none1捻1、名e1血01 であることを見出した。さらに、特異的な香気を
右、ずるツルケマン(c od0加那婦揮発性油を採取し、その構成分子を解明した結果、非常に特
徴的な GC クロマトグラムを確認して翁り、その主要成分を単礫生成し、新規化合物
(4Ξ).e伽y1誠ene・3,4・dihy山0・2H
、円劉ole(虹)であることを明らかにしている。番粧品ヘと活用するため有効性を精査した結果、
抗酸化、抗炎症及びヒトスジシマカに対する忌避効果を見出し、特許取得後、霄粧品原料とし
て可能性を明らか1こLている。
これらの研究内容は学術誌区oleosd.,Nω.乃っd'Res.で公表または、特許に登録されており、
学位論文として高く評価される。また、交際に研究の成果をモノづくりし、市場に出荷する際
には導攻のディプロマポリシー{こあるモノづくりプロデューサーとし、全体を統括し、複数の
エンジニアに的確な指示を与え、プロジェクトを推進し、製品化に至ったことは非常に高く評
価される。
以上、本論文で述ベられた知見は、多数の独創性と優れた結果を含み、学術的にも工業的に
1)価値があり、博士(工学階命文として値すると認めた。
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